
独逸語学覚書

① Reclamの西独戦後販について

② ドイツ語の教科書の註lこ要望する

① Reclamの西独戦後版について

古松貞

Reclam文庫は戦前は校正の厳正なことでは有名であって， わたくしたちが学生のζろ

は，安心して使っていたものだし，教室で講読や演習にも何冊か使用されたが，ついぞ誤

植訂正をされた記憶がないほどである.ちかどろでは Goldmannや rororoで Klassiker

を数多く出版しているが，つい習慣で Reclamを， それも本屋が入手しやすいというの

で，西独のものを演習用に数冊使用して見た.

Thomas Mann: Tristan 

Kleist: Der zerbrochene Krug 

Hebbel: Herodes und Mariamne 

Lessing: Nathan der羽Teise

Schiller: Don Carlos 

Schi日er:Wallenstein 

Goetheのものがないのを誹る向きもあるかと思うが， Goetheなら学生が何らかの版で

全集か選集をもっているので，いろいろの版の優劣をたしかめるよい機会だから，持l乙教

材を指定しない乙とにしているためである.

ところで驚ろいたことに， 戦後の西独 Reclamは誤植が非常に多く， しかし悪質なも

のがかなり多く見落されているととに気付いたので，その主なものを報告しておく.今後

教材として西独 Reclamを使用する場合は， 一応当ってからでないと危険だと思う. も

っともあやしいと気付いたと乙ろがあれば，見逃さず，また煩を厭わずに，村u夜九る版と

校合する習慣をつけさせるという副作用はあるけれども，それにしても誤植はやはりない

方がよいので，囚り物である. しかも綿密にやれば容易に熔けられるような，同じ性質の

誤植が多いので，先ずそれを挙げて見る.

Nathanから例をとると:
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Mein Vater' !ast Eure Recha doch (365行)は MeinVater! !ast， !ast Eure Recha 

dochが正しいので !aBtがひとつ/Jfi必している.む 11未に変りがないから街更ら困るのであ

る.投げやりな校正だから，乙のよう なが:巣になるので， skandierenして見れば， 簡単

I[訂正出来る誤植であるのに，との種の誤植はなかなか多い.

Waffenstillstand ，646 i J-:'は Waffensti11 estandのあやまりで， eか本ちているのは，

Na出anが詩劇lであることを忘れた佼主だと責められでも仕方があるまい. これも skan-

dierenして見れば，見落す包;のないものである.

Verlust wird Vorwand ¥ 8421 r)は Verlustwill Vorwandのあやまり.

Wenn hier， untem Palmen schon nicht mehr '1l48i j-)は Wennhier， hier untem 

。.の hierが一つ脱落しているのである.

Don Carlosから例をとれば Solange

Der Mann um seines ¥Veibes Herz-Nein， nein! 

Der K凸nigschlaft， ist er um seine Krone ，2504ii"' 

とあるのは Solange 

Der K凸nigschl孟ft，ist er um seine Krone， 

Der Mann um seines ¥Veibes Herz-Nein， nein I 

の誤植で，一行すっかり逆になっている.これなどは特1C'[:e主に!if干のと:1Hを痛感させ，

練習をやらせる好見本といえよう.

Wer ruft? Du bist・s!Eben recht. Ich eile (3567行)は Dubist's!の前にAh，が脱

落している.これに反して Denganzen Tag nachher (4619j J")の ganzenは削除すべき

ものである.

まだまだあるが，乙れ位いにして， Enthulle du die wunderbare Ratsel (329行〉の

dieはdiesの誤植であるとか， Sie sind' gewesen i 1112行)の sind'がEnklise:sind's 

の誤植であり一ーもっとも ζの誤植のおかげで， 己主生IC Enkliseという術語を一つおぼ

えてもらう功徳はあった一一， Der zerbrochene Krugでは Ichstand ihm Wahn、347

行)の ihmは 1mの誤植であるなどは， 一々りj挙していては切りがないほどである.

Herodes und Mariamneでは:

K批m!Selbst fur ihn! Doch-es geschah/im Rausch! 

とはっきり二行になっているが， 正しくは Kuhn! Selbst fur ihn! Doch-es geschah 
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im Rausch'と一行でなければならぬ (198行)• 

Wir sprechen hier vom M白glichen，so denk' ich， (370r J)の soは dochの誤櫨.

また

Fuhr' sie herein! (Diener ab.) 

Die meld' ich ihm sogleich 

とこれまたはっきり二行になっているのも，一行のものをあやまって，行分けしたもので

ある (3130行). ζれらの誤植は Reclamが詩劇印刷の約束を無視していると乙ろに原因

があるので，従来のよい約束はやはり守る方がよい.

散文のものの例として Tristanを採って見ても， 事情はやはり変らない Versdrama

の場合のようにおとし穴がないから，誤植はずっと少ないけれども，無誤植というわけに

は参らない.

本年度の教材として使用しているのは ¥Vallensteinで，現在は DiePiccolominiの第

二幕まで進んでいるが，とれは今までに使ったうちで， もっとも劣っている. Prologの

133行 Ja，danket ihr's， da品siedas dustere Bildまで読んで来て， dustereは dustre

の誤植であるととは明らかだから，この本もやはり駄目かと，ほかの点も しらべて見ると，

12行のあと，アキになると乙ろが，べた組みになっているのも見付かった. ¥¥・allensteins

Lager Iζ入ると，いよいよいけない.43行 Aber dort seh' ich drei scharfe Schutzenは

dreiの前に dieが落ちており， die drei scharfe Schutzenが正しいのである.dieを落

したのは，あるいは scharfeの綴りにひっかかって，よくしらべもしないで削ってしまっ

たのではないかと恩われるが，複数の dieがあっても形容詞が強語尾で scharfeとなる

のは， Goetheの Urgotzなどを見れ'i，いくらでもあるので，古くはすこしも異とする

に足りぬと ζろで， Duntzerの註釈書がここのと乙ろであれこれ文句をいっているのが却

っておかしいのである.

123行 Holten sie sich auf der Leipziger Messenは sichのあとに nichtが脱落し

て意味が通らなくなっている.

711行 Reiterd i enstは Reitersdienstの誤植.とれも Sandersには Reiterdienstの

形で出ており，普通はそれでよいのであろうが， Schillerは sを入れているのである.

780行 ¥Verhat den Nachdruck und den Verstandは undのあとに hatを繰返し

て入れねばならぬ.skandierenすればあやしい乙とがすぐわかる.
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789fI. Wer bin ich.~ は Wer ich bin?の懸賞な誤植である.

1086行の Hochzeitssじhlosは711行の Reitersdienstの逆で， Hochzeitschlo日が正しい

のである.

Die Piccolomini ~ζ入っても，依然として改善されていない.

585行 Dahingehen， rufen ihn nicht gleichは Dahingehn，..• であり， すぐ下の

Octavioのト警の miteinem tiefen Nachdenken zu sich kommendはauseinem tiefen 

ーの誤植である.

1067行の Kriege鎚chauplatz，

lω3行の Kriegesbuhne，

1099行の Kriegeslast，

1112行の Kriegesspiel

はすべて ¥Vallensteinが funffusigeJamben を基調とした詩!~JJであることからの必要

で， Kriegs-の形をとれないのであって，注意しなければならぬところ.従って逆に1209

行の Kriegsrechtは Kriegesrechtの迂闘な誤植ということになる.

この程度のものを一々指摘していては，切りがないので，重要なものだけに限るととに

する.345-346行

Ganz unbegreiflich ist's， das er den Feind nicht merkt 

Denken Sie nicht etwa， An seiner Seite. 

と印刷されているが，これでは Seiteまでが一行になってしまうが，正しくは

Ganz unbegreiflich i託、， das er den Feind nicht merkt 

An seiner Sei te. 

Denken Sie nicht etwa， 

となるので， 乙れなどは Reclamが詩隊IJの印刷の約束を守らないで， 各詩行を全部左へ

寄せて印刷する方式を採用しているために生じた失態であって， ζの種のもっと悪質なも

のが WallensteinsTod にある.すなわち132-133行は:

Ich will doch horen， was der Schwede mir zu sagen hat. 

と印刷されていて， 1行に読めということになっているが，乙れでは七脚で，皆無ではな

いにしても，珍らしいから，もしやと他の版でたしかめて見ると，果して

Ich will doch hりren，was der Schwede mir 
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Zu sagen hat. 

とニ行にすべきものの誤植であることが判明した.

ととろが羽TallensteinsTodにはもっと許し難いあやまりがあるので， 2930行に

ThekJa. W 0 ist er? 1st er nicht mehr hier? 

Herzogin. 0 denke nicht daran， mein Kind I Hinweg 

以下，意味が一応通るのであるが，図ったととに， Theklaのせりふのあとに脱落があっ

て，正しくは・

ThekJa. Wo ist er子1ster nicht mehr h!er? 
h 

Herzogin. Wer， meine Tochter? 

ThekJa. Der dieses Ung]ijckswort aussprach-

Herzog. 0 denke nicht daran 

となるのである.

これだけの例を見てもわかるように， 西独の Reclamは教材としては不通嘗なととを

証明できたであろう. ζれに反して東独の Reclam は1m誤植とまではいかないが， 西

独のよりは， はるかにすぐれている. その上 Wallenstein は二冊とも底本として

Hermann B油lausNachfolger 刊の Nationalausgaheを採用している. これは戦後東独

の長もすぐれた出版の一つであって，東独 Reclamでこれを底本にしているのは，今のと

ころ Wallensteinだけのようであるが，おいおN版を改めるに従って， 底木をNational-

ausgabe K_変更するものと予想、されるので楽しみであるc

1. Lager. Die Piccolomini. Seit 1945: 131. bis 140. Tausend. 

II. Wallensteins Tod. Seit 1945: 136. bis 145. Tausend. 

西独 Reclamの方はI， IIともに， 1959年と印刷年がわかるのみで， それ以外は，;1しい

乙とは不明である.東濁の方の出版部数から推して，西独の方でも日本から196HIミに入っ

て君主注したものが，いまだに第一刷のままであるとも思えないのだか，たしかめようがな

い. とにかくかつては世界に名を上げた Reclamのなれの果ての泌を見せつけられたよ

うで，哀れも一入である. 同じlii!(後版で Goldmannはなかなかすぐれていることを付記

しておく.

② ドイツ語の教科書の註に要撃する

教科書寄の註は学生のためのものであることを再確認してほしい.まじめに辞書を引けば
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出るものを，一々挙げるには及ばないので，学生~C 自学自得の習慣をつけさせることか大

切で，辞書を引いても分りにくいものに限って，註をつけるととにしてはいかがであろう

か.もっともいけないのは訳文のようなものが書いてあるばかりの註があることで，教室

では脈訳のうまいまずいは間当でないので，原文をどれだけ正確に読んでいるかをたしか

め， いいかえや話法の書きかえや， 他にするとと(まいくらでもある. 訳l乙乙だわるから

一一註を見るとそのような気がする一一学生に横のものを縦に直すだけなら，置飛訳のある

ものは教室に出る必要がないなどと放言される乙とになる.

次にわかり切ったことだけれど註のあやまりは困る.実際lこ教室で使用して見て気付い.. 
た点があるので，具体的に報告して見ょう.飯塚信雄氏編 StefanZweig: 

Der europ孟ischeGedanke in seiner historischen Entwicklung 三修社. 196Hf. 

18頁に対する註のところに Schutz(1585ー 1672".Gabrieli (1510-86)とあるが， 本

文を見ると der alte Heinrich Schutz kommt nach ltalien. um bei Gabrieli zu lernen 

とある.1586年に世を去った Gabrieliのところへどうして1585年生まれの deralte Schutz 

が弟子入り出来たのであろうか. Schutzの方は本文に Vornameがあったからよかった

が.Gabri巴liには残念なことについていない. 百科事典のしらべ方が， 機械的であった

と悔まれる.GabrieliはGabrieliでも飯塚氏のあげている GabrieliはAndreaGabrieli 

の方で.Zweigのいっているのは，その Schulerund Neffeの Giovanni(1557-1612) 

で，音楽辞典にはわざわざ Lehrervon Heinrich Schutzとことわってあるほど，両人の

関係は深かった. なお乙乙の deralte Heinrich Schutzの altも弟子入りが1609年だか

ら，何歳になるか，註を入れる方が親切で，このままでは学生はおそら く>老νュッツく

と読むであろう.

13頁に eineArt des Redens. des Denkens und des Umgangsとわざわざイタリック

にして>ひとつのくの意味をはっきり出しであるのに，註で>.....のようなものはくとす

るのはいったいどういうつもりなのか.

Liviusの設:1こ生年，残年を51ー17とある.v. Chr.. n. Chr.の指示がないから，数字の

大小から見て，学生が両方とも v.Chrと読むのを答める乙とは出来ぬ.あにはからんや

正しくは年号までちがっていて.59 v. Chr.-17 n. Chr.なのである.

2頁1行の註として dieses..... Wesen der Welt zu verbinden ~乙 >der Welt三格く

とあるが，乙の構文は銑lζ1頁19行に daseigene Ich der ¥Velt zu verbindenで出てい
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るものと同じなのである. 註を入れるなら， 何もわざわざ二度目のととろに入れる必要

はない. 最初のところに入れてほしいし， との主格は Dativder Verbindungで mit

der Welt verbindenと書き直すとわかり易くなるというのが>註くではあるまレか. 12 

頁18行の lebendigも5頁15行に既出， 同じく 33頁4行の Au阻止ieも20頁9行IL既出と

いった調子である.

der Weltの註を見，これが註では二番目なので， 以後注意が肝要と覚悟したが，直ち

にバベルの塔の註lζ>旧約聖書倉1]世紀第 1章くというのが出て来た.もちろんこれは創世

記第11章のあやまりである.以下乙の類いのあやまりが続出するので，とうとう学生Ir.は

せっかくの註だが，一応乙れは無視して，自力で全部検討するように忠l告しなければなら

なかった.本文Ir.も penseursとあるべきととろを， pensiersと Friedenthali編の原本の

誤植をそのまま持ち込んでいる (26頁)のもうなづけない.

山下肇氏編 Musil:Ein Mensch ohne Charakter. 同学社， 1960年.

2頁4行 Au任assungは Ligaturではないから Auffassungとしなければならぬ.

同氏編の DieAms巴1(同学社， 1961年〉にも Schiffと Schiff とが同一真内に出てい

たり， Ligatur については EinMensch ohne Charakterも困るが， もっとひどい混乱が

あるから，山下氏は一度通讃して訂正されるとよい.その数の多いのに一驚されるであろ

う. ドイツ文学専及へ進む学生以外は， ドイツ語の正しい印刷については，前期二年の聞

におぼえておかないと， 将来ドイツ語で論文を発表する際に， 分綴や Ligaturの点で幼

稚なあやまりをして，笑われることになる. ドイツ文を書くのは，理科系の出身者の方が

機会が多いのだから， このことは笑いごとでは斉まされない. 木村・相良の独和辞典の

Ligaturのでたらめを一々教室で肩身が狭い思いをするのは， ドイツ語教師の宿命なので

あろうか.なにも教科書までがお手伝いする乙とはあるまい.

2頁9行 spazierenzu gehen， 3頁24行 stehenblieb等は全集では分離動詞あつかい

に改めてあるし，その方が普通なのだから，わざわざ初版本によることもないと思う.

7頁8行 DerStarke ist am machtigsten allein! の ammachtigsten K>形容詞最

高級の絶対的用法くと註がついているが， Pradikativとしてどく普通の最高級だから，

乙んな註は入れない方がよい.不用意なあやまりであろう.それよりも註の原則が学生の

ためと考えれば， 乙の Spruchが Schillerの WilhelmTell，第1幕第3j~~j における

Tellのせりふで， Stau任acherのせりふ:Verbunden werden auch die Schwachen machtig 
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K対して， Tellの本領を設揮する言葉である乙との方が必要な註なのではあるまいか.

3頁10行の voneinem dicken Schwamm von Menschen verpruge)tの Schwammも

註を入れないと学生には無理である.

27頁25行に QuantusNegatusなる Forscherの名前について註がある必!土紘一桃だか，

それならなぜ22頁1行の Marquisvon Epatant， 33頁 1行の HerrPJ日， 11"rr Paff und 

Herr PU妊に註がないのか pi任pa丘pu任を引けば辞書に出るから， これは註記したしコの

だといわれれば，それもよろしかろうが， Epatantはプランス eP'l川 t(巴rstaunlich，

grosartig)からのもじりであることは，あとで :¥IMquisd'Epatant と占~)であることか

らも，たしかであるから，やはり註を必要とするであろう.このころドイツ百をやってい

る学生はブラシス語を知らないのが多いから.

36頁23行 Bin a amol schon必同niζIchbin ein schoner AmoI ~.cw' 迫n の I，JIJ長で

あろうと註があるが，これは Ichbin auch einmal民hりngewesenとする方がまさって

いないか.傍証は ThomasMannの Unordnungund fruhes Leidのなふにある

Bettelweibel will kirfarten gehn， 

Bettelmandl will a mitgehn. 

38頁1行の十戒の註i乙dasGesetzとあるのも， 普通用いる dieZehn Ccboteの方を

出すのが親切であるし， Zehnと大文字になることを翠生が知っているかどうかを'こfρめ

るよい機舎にもなる Dusollst nicht toten を第七戒とあるが，乙れは正しいてあろう

か.向聖書事典には卜誠とある.

最後に40頁にある Osterhase，Ostereier 1ζ関することも， キリスト教徒でない限り，

わが国一般の既知事実でないと思われるから，註記がある方が親切であろう.

水野忠敏氏編 R.:¥1. Rilke: Ewald Tragy. fj[火:ili:， 1961年.

本書でもやはり Ligaturの印刷に関するあやまちと不統ーな点が-:;'1，)のが目立つ.4頁

16行に正しく uberflussigとあるかと思うと， Uberflus (43f{28r J となっていたり，

hoflich (1頁13fT)， hilflos (2頁18行)はそれぞれ hoflich，hilflosの誤柚ソこが， 乙のよ

うに Ligaturを用いてはならないととろにかなり数多く誤植が残っている. 更にド書の

原本である Insel-Bucherei に忠実であろうとするあまり，原本の誤植をそのまま三け淡

いでいるところも多く見受けられる. 2頁6行にどうja<<;，sagt Herr von fragy， 

2 頁21行に~So<， meint der junge :¥Iensch ・とあるのに， 5頁lfJ'で IJ;;T]a，<ent四
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gegnet der Inspektor kurz・ 5頁6行では >AberPapa，<回gtder junge Mensch 

etwas heftig......とコンマの打ちかたが不統ーである. 乙の種の誤植はすべて原本通りで

あるが，原本は RilkιArchivの原稿に基づいて校訂した旨があとがきにしるされてある

から， Rilke自身がそのような不統ーな書き方をしているのかも知れないし，また Insel

の校疋係りが照!11hに忠実に校正したとも想像できるが， 現存作家の LeFortの三巻本の

全集の校正振りから推して Inselの校正はゴシマの打ち方に関しては，かなりあやふや

な，一貫性のないものであることがわかっているので， にわかに政人 Rilkeの筆のあや

まりとも断じ切れぬふしがあるわけである.況んや教科書であって見れば，上のコシマの

打ーち方の違いを，学生にどのように説明すれば，理解してもらえるであろうか.なお二三

気付いた点をあげると:

Seit Lora Hausgenosse wurde， haben alle in der Familie eine Anzahl klangvoller 

Worte， von denen sie sich fruher nie traumen lie日en，zugelernt， und so ihren 

Sprachschatz bedeutend vermehrt (11頁6行〉の zugelerntのあとのコシマは不要であ

り，逆IL Er empfindet plotzlich， wie die Blicke all，er in Gleichgultigkeit oder 

Bosheit an ihm haften und muht sich mit scheuen Gesten sie abzustreifen (14頁21行)

では haftenのあとにコンマがなければならない. このような原本に忠実でありすぎるた

めの誤植が，乙乙かしとで見つかるのである.本文で訂正するのを憧りありとすれば，註

で示すという方法もあろう.せっかく学生が現行の正しいゴン?のうち方を習得している

のに，無用の混乱を与えずともよいであろう. 向 eineAnzahl klangvoller W orteと43

頁11行の eineMenge Bekannteの不一致も設がある方がよいと思う.

次に註が是非必要であるところを見逃している例をひろって見ょう.

ii im Durcheinander des Sonntagskorso (2頁3行).

Korsoの二橋は木村・相良でも岩波でも Korsosとなっているから，こ乙が誤植かどう

か，学生は迷うと乙ろ.とのような点こそ註の必要になる大切なところではないか.東独

Duden及び東独 Fremdworterbuchでは三格には Korsosのほかに osterr.auch Korso 

とある. (白木では相良ポケット独和l己採用されているが，本教科書を使用したクラスは

上記了;椅の前J干しか学生は使用していなかった.) 

ii) Als die Manner von dem Korso in die leere enge Herrengasse einbiegen， atmet 

der junge auf 14頁19行)とあって， 25行に Sogehen sie bis zum Deutschen Theater 
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とつづミと乙ろがあるが， 註Iζ>rドイツ劇場j は derGraben街から北西K当るく，

とあるが，とれはあやまりであろう.Herrengasseを頁IC南東へ進むと NeuesDeutsches 

Theater Iζ突き首たるので derGraben街(市街閃[こば amGrabenとあり， 1頁1行

のちょっとひっかかる amという前置詞は図を見れば納得がいく.)から北西にあるのは

Oeutsches Landes.Theaterのことである.担11蔵の Pragund seine Umgebung (Karl 

BeJlmann， Prag. 1900年)の索引に DeutschesTheater， neues; Landestheater， deutsches 

と出ているととろを見ると， Pragでは NeuesDeutsches Theaterの通称が，あるい

. li Deutsches Theaterではあるまいか.1笥ことの文章で時称が歴史的現在であるために，

wennでなく alsが接続詞として用いられている乙とは，既に 3頁23i7に出てくるが， ζ

のalsのととは註記するのが親切ではないか.

iii) 9頁3行IC Scho3 の複数形lこ Scho'~e が用いられている.ζれは日本のどの辞書

Ieも出ていないから，註記が必些なのに見逃がしている.大Sandersには seltenMehrzahl 

ohne Umlautとあるのを示せばよい.

l¥') Die Alteste steht wie eine Ahnfrau und ruft warnend (12頁11行).Grillparzer 

の DieAhnfrauを知っている我々はよろしいが， 学生が辞書を引いただけでは wle

eine Ahnfrauの定、味は分らぬと思う.乙冶も註記を必要とするであろう.

v. Spater， als man mit >Cantenac< verschiedene Hoch ausbringt (14頁14行)• 

日本の昨烏には Hochという複数形はないが， 大 Sandersには Hochと Hochsとが並

べて出ている.ついでながら Cantenacは>第二十世紀ラルスくを見れば， Cantenacで

造られるぶどう酒の銘がいくつか出ているが，最後に Chateau.Cantenacがある. わた

くしはそれよりも知りたかったことは，このぶどう酒がどれほどの高級品かどうかという

ととて，仙蔵の>ブラγスの葡萄酒くをしらべて見たが， しらベがつかなかった.どなた

かど教示に預かれると幸甚である.

vi) 30頁7行の Oktoberwieseは Theresienwieseのことで，ここで Oktoberfestが

にぎわうので Oktoberwieseと通称される.Desch 刊の Schoneweite ¥Yelt Deutschland 

iζはっきり Oktoberwieseという文字が使われているのが見つかった

Vllノ 34頁12行の Luitpoldの設に>Bayernの国王の名くとあるが，これは何かの記憶

ちがいではあるまいか. Luitpoldは Prinzregentではあったが， 1:くりnぽになったζとは

ないのである.
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最後に水野氏の附された註の印来の不統一!こも触れてお乙う 16頁27行 }>Mascagni"<<; 

17頁2行・ }>Cavalleria“〈 と統一されているのに.17頁16行.ンDerBettelstudent-"::"ヘ

17頁17行 >Die Glocken von Cornevilleくホと同じ註の印が引用rJ・の前だったり後だっ
たりするのはいかがなものであろうか.向乙乙のところの註17頁2行でわずか一行に三つ

も誤値が残っているのも困ったものである.

教科書の出版にはいろいろ条件があるが，註はあくまでも，まじめに辞書を引いて予習

する学生が疑問を抱くであろうと予測できる項目について，つけてほしいのである.そう

でないと，普通の学生の学力ででもわかるような乙とには註がついていて， しらべても分

らぬ肝心のと乙ろは知らぬ顔はひどいということになる. ~ Iζ教科書を出しておられる向

きは一度本文と註とを再吟味してほしいと思うので，たまたま使用した教科書のみを例に

とるのは失礼とは思ったが，事実をはっきりさせるためには止むを得ないと考えて， メ問

向上のため，あえて具体例にさせていただいた.この点は深くお詑びしたい.
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